
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

調理実習再開 
 家庭科の授業で４年振りに調理室を
使用しての調理実習が行われました。
写真は３年５組です。カップケーキを
作りました。45分授業の日でした
が、手際よく調理できていたと聞きました。授業で教わ
ったことをお家でも試してみてはどうでしょうか。 
 

自転車安全利用講習【10月10日（月）】 
 寝屋川警察から２名の警察官にきてい

ただき、１年生を対象に講習をしてもら
いました。普段乗っている自転車、安全
に乗るととっても便利ですが、ルールを
逸脱すると事故につながります。 

たとえ、事故を起こしたとしてもその場から去るので
はなく、必ず警察に届出をしましょう。 
 普段から自転車に安全に乗ることを心がけて利用しま
しょう。講習の後、生徒一人ひとりに自転車用のライト
と「自転車安全運転者証」が配られました。 

 

第23回「中学生の主張」 

優 秀 賞 1年生：          さん「価値観について」 

入選作品 ２年生：          さん「関心の中の無関心」 

12月９日（土）にアルカスホールで発表と表彰式があります。 

 

市教科研究会【10月１８日（水）】 
 寝屋川市中学校教科研究会では９教科＋道徳において

市内12校の教職員が定期的に集合型の研修を実施して
います。各教科で好事例の共有や研究授業・討議会を開

催し、計画的・継続的に学ぶ機会を設けてい
ます。 
今回は五中で英語科の中山先生の研究授

業が３年３組で実施され市内の英語科教職
員で参観し学びの場を設けていました。 

 

PTAバレ-９連勝【10月21日（土）】 
 PTA協議会バレーボール親善交

流会が開催されました。五中校区 PTA

チームは見事に優勝しました。９連覇

という輝かしい戦績を飾りました♪  

おめでとうございます。 

文化祭【10月27日（金）】 
【舞台発表（体育館）】 

・吹奏楽部演奏 

・２年生発表「キャリア教育」  

・３年生 劇 「トイストーリー」  

【展示発表（校舎内）】 

・１年生展示「防災」 

・２年生国語科 

・家庭科,家庭科部 

・美術科,美術部 

・自然科学部 ,他 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

D-１グランプリ （ディベート教育の成果発表） 
 寝屋川市の小中学校では客観的・多角的・批判的な視

点、話し合う力（話す力＋聞く力）の育成を目指してデ

ィベート授業を実施しています。その成果発表会が開催

されます。中学２年生が対象で、各中学校

から代表チームを選抜し対戦します。 

※教育の一環として実施しており、ディベート論者を

育成することを目的にしているのではありません。 
【論 題】「仕事において重視すべきはお金よりやりがいである」 
【対戦相手】中木田中学校２年生〈選抜メンバー〉 
【予 選】11月30日（木）各校で Zoom開催 
【本 選】12月22日（金）アルカスホール 

 

今後の主な行事 
10月30日（月）ウェルカムウィーク【～11/2（木）】 
11月２日（木）授業参観＜別紙参照＞ 
11月９日（木）三者懇談【～14日（火）】 
11月21日（火）期末考査【～24日（金）】 
11月30日（木）D-１グランプリ予選会【２年生】 

ハタ（周囲の人）をラク（楽）にする「働く」 
 今学期はたくさんの学校行事があり、一人ひとりが活動

できる場がたくさんあります。一つの行事をやり遂げるた
めには全員が協力し合いながら、積極的に努力することが
大切ですが、先日の文化祭でも生徒たちは、実行委員や係、
担当として担うべき仕事・役割をそれぞれの立場できちん
と果たしていました。その結果、創りあげる喜びや達成感
を感じることができました。 
 舞台では吹奏楽部演奏と２年生学習発表、そして３年生
の劇の発表がありました。とりわけ観客を楽しませた「ト

イストーリー」、３年生全員の力が結集した躍動感あふれ
る感動の舞台でした。    
舞台上でライトを浴びたのはほんの一部の人かもしれ

ません。しかし、一つ一つの衣装や小道具、大道具に込め
られた苦労の数々、あの背景のモザイク画にかかった多く
の時間と細かい作業の努力にまで思いを馳せて観ること
ができたでしょうか？ 
 展示会場には授業や部活動で真剣になって制作した作
品や、教科学習のレポートなども展示され、どれも大変す

ばらしく感心しました。本当に一人ひとりの努力が光る、
力作ぞろいでした。 

11月 23日（木）は「勤労感謝の日」です。勤労を尊
び、お米等の収穫を祝い国民が互いに感謝し合うという主
旨で昭和 23年に制定されました。私たちが安心して生活
できるのは、社会全体で多くの人が働いて、様々なものを
生産していただいているからです。 
学校の中でも、もちろん家庭でも様々な「分担する仕事」

「働く場面」というものがあるはずです。ハタ（周囲）を
ラク（楽）にするから「はたらく」という言葉が生まれた

ように、「学校の一員」として、「家族の一員」として、周
囲の人に自然と互いに感謝の気持ちを伝え合うこと、そし
て責任を持って取り組むことを大切にして、「働くこと」
「努力すること」「人の役に立つこと」に労を惜しまない
生徒になってほしいと願っています。 


